
桜
の
聖
母
短
期
大
学  

一
般
選
抜 

 
 

国 
 

語 
 

 
 

 
 

２
０
２
５
年
度 

 

   

一
、
次
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。 

① 

組
織
が
新
体
制
と
な
り
人
事
を
サ
ッ
シ
ン
す
る
。 

 
 

 
 

② 

コ
ウ
キ
ュ
ウ
の
平
和
を
願
う
。 

③ 

彼
の
研
究
の
タ
イ
シ
ョ
ウ
は
日
本
の
近
代
思
想
全
般
だ
。 

 

④ 

す
べ
て
は
上
司
の
判
断
に
ユ
ダ
ね
ら
れ
た
。 

⑤ 

利
益
と
損
失
と
が
ソ
ウ
サ
イ
さ
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑥ 

不
純
物
が
チ
ン
デ
ン
し
て
、
水
は
透
明
に
な
っ
た
。 

⑦ 

不
良
品
を
ム
シ
ョ
ウ
で
交
換
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑧ 

責
任
を
テ
ン
カ
す
る
の
は
恥
ず
べ
き
行
為
だ
。 

⑨ 

大
勢
の
中
で
た
だ
一
人
イ
サ
イ
を
放
つ
。 

 
 

 
 

 
 

 

⑩ 

様
々
な
要
因
が
カ
ラ
ま
っ
て
簡
単
に
は
説
明
で
き
な
い
。 

 

二
、
次
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。 

① 

茶
の
湯
の
奥
義
を
き
わ
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

② 

平
安
朝
の
貴
族
は
深
く
仏
教
に
帰
依
し
て
い
た
。 

③ 

共
同
体
的
な
関
係
が
破
綻
を
き
た
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

④ 

市
井
に
暮
ら
す
庶
民
の
生
活
を
描
い
た
小
説
。 

⑤ 

今
ま
で
の
約
束
を
す
べ
て
反
故
に
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

⑥ 

不
安
を
払
拭
し
き
れ
な
か
っ
た
。 

⑦ 

旅
人
を
懇
ろ
に
も
て
な
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
⑧ 

常
識
を
弁
え
た
行
動
が
期
待
さ
れ
る
。 

⑨ 

彼
女
は
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
る
逸
材
だ
。 

 
 

 
 

 
 

⑩ 
老
舗
の
暖
簾
に
傷
を
つ
け
る
。 

 

三
、
次
の
空
欄
に
入
る
適
切
な
言
葉
を
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 
 

① 

彼
は
何
回
も
（ 

 
 

）
を
く
ぐ
っ
て
き
た
強
者
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 

ア 

独
断
場 

 
 

イ 

正
念
場 

 
 

ウ 

土
壇
場 

 
 

エ 

修
羅
場 

 
 

オ 

火
事
場 

② 

驚
く
こ
と
に
そ
の
少
女
に
白
羽
の
矢
が
（ 

 
 

）
。 

 
 

 
 

ア 

飛
ぶ 

 
 

 

イ 

立
つ 

 
 

 

ウ 

刺
さ
る 

 
 

エ 

舞
う 

 
 

 

オ 
射
る 

③ 

説
得
を
試
み
よ
う
と
し
た
が
、
彼
は
全
く
取
り
つ
く
（ 

 
 

）
も
な
か
っ
た
。 

 
 

 
 

ア 

島 
 

 
 

 

イ 

岩 
 

 
 

 

ウ 

隙 
 

 

エ 

暇 
 

 
 

 
 

 

オ 

袖 
 

④ 

あ
の
男
は
人
の
（ 

 
 

）
を
得
る
こ
と
し
か
考
え
な
い
の
だ
。 

 
 

 
 

ア 

甘
心 

 
 

 

イ 

関
心 

 
 

 

ウ 

寒
心 

 
 

 

エ 

感
心 

 
 

 

オ 

歓
心 

⑤ 

知
ら
せ
を
聞
い
て
不
安
な
気
持
ち
は
（ 

 
 

）
し
た
。 

 
 

 
 

ア 

千
変
万
化 

 

イ 

雲
散
霧
消 

 

ウ 

紆
余
曲
折 
 

エ 

周
章
狼
狽 

 

オ 

暗
中
模
索 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
、
次
の
①
～
⑤
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
書
い
た
と
き
に
、
同
じ
漢
字
で
書
く
も
の
を
、
後
の
ア
～
エ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、 

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

① 

闘
病
生
活
の
末
に
難
病
を
克
フ
ク
す
る
。 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア 

薬
を
フ
ク
用
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

イ 

フ
ク
水
盆
に
返
ら
ず 

 

 
 

 
 

 
 

 

ウ 

起
フ
ク
に
富
ん
だ
人
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

エ 

卒
業
を
祝
フ
ク
す 

 

② 

シ
ョ
ウ
細
を
後
で
説
明
す
る
。 
 

 
 

 
 

 
 

ア 

僅
シ
ョ
ウ
差
で
勝
利
し
た 

 
 
 

 
 

 
 

 

イ 

シ
ョ
ウ
力
化
を
は
か
る 

 
 

 
 

ウ 

作
者
が
未
シ
ョ
ウ
の
物
語 

 
 

 
 

 
 

 
 

エ 

先
祖
代
々
伝
シ
ョ
ウ
さ
れ
た
技
術 

③ 

内
閣
官
ボ
ウ
長
官
に
就
任
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

ア 

ボ
ウ
利
を
む
さ
ぼ
る 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

イ 

刑
務
所
で
独
ボ
ウ
に
拘
留
さ
れ
る 

 
 

 
 

ウ 

流
行
性
感
ボ
ウ
に
か
か
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

エ 

ボ
ウ
災
訓
練
を
受
け
る 

④ 

教
育
者
の
テ
ン
型
で
あ
る
。 

 
 

 
 

ア 

答
案
を
テ
ン
削
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

イ 

五
十
に
し
て
テ
ン
命
を
知
る 

 
 

 
 

ウ 

人
員
の
テ
ン
呼
を
行
う 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

エ 

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
テ
ン 

 

⑤ 

太
古
か
ら
の
風
シ
ュ
ウ
で
あ
る
。 

 
 

 
 

ア 

正
当
な
報
シ
ュ
ウ
を
得
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

イ 

身
に
付
い
た
長
年
の
シ
ュ
ウ
性 

 
 

 
 

ウ 

シ
ュ
ウ
到
に
準
備
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

エ 

事
態
を
シ
ュ
ウ
拾
す
る 

国 
語 

問
題 

①
／
３ 

キ

ャ

リ

ア

教

養

学

科 

食

物

栄

養

専

攻 

福

祉

こ

ど

も

専

攻 

験 

号 

受 

番 
 

 
 

 
 

番 

氏
名 


